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【研究目的】

中国舞踊は民族舞踊, 民間舞踊, 戯曲舞踊(以

下演劇舞踊)が 互いに影響し合いながら発展 して

きた舞踊である。

 本研究の目的は, 京劇の頭部動作を舞踊の側面
から考察を行い,『中國舞譜』に整理された中国

舞踊頭部動作と照らし合わせ, 中国舞踊における

頭部表現の役割を明らかにすることである。

【研究方法】
1 演劇舞踊の役割, 芸術的特徴を文献研究注(1)(2)(3)(4)

で考察 し, さらに李天民の中国舞踊技法分類の頭

部動作を文献注(5)より考察する。

2 VTRフ ィルム注(7)(8)から京劇の頭部動作の特徴

を明らかにする。

3 1と2の 結果から中国舞踊 における頭部表現

の役割を明らかにする。

【結果及び考察】

1 文献考察の結果

(1)先行研究注(1)(2)(3)(4)によって演劇舞踊の役割は, 

(1)舞踊は演劇内容 を表現するためにある。(2)演劇

舞踊は日常生活の動作から洗練 したものである。

(3)豊かな演劇内容は民間歌舞から多 く吸収 した結

果である。(4)民間の武術 と雑技 を取 り入れた結果, 

唱念倣打4つ の基本表現技法が生み出された。(5)

自然界, 動物 などの模倣が舞踊の語彙を豊富にし

たと述べ られている。

(2)演劇舞踊の芸術的特徴注(4)は次の ように考察

されている。(1)真と偽の統一。生活の情理, 役者

の感情は真とし, 表現手段 としての舞踊技法は偽

とする。(2)虚と実の巧妙な結合。(3)模倣の美意識。

単なる模倣ではな く, 物真似 によって細密な人物

描写を使 うために, 美しい技法の型に変える。こ

れは中国民族独特な習性 を示 している。(4)「死學

活用」の表現方式。定着 した基本技法の型を確実

に習得 した後, 型を自由に組み合わせて表現する

力が要求される。(5)中国独 自の美学原則: 曲線 と

円, 静動, 剛柔の対比, リズム感 と動 きの精確 さ

が要求される。

(3)『中國舞譜』注(5)は中国舞踊の基本技法を足, 

手, 頭, 腰, 胴など全身にわたり各部位を中心に

する技法が詳細に整理されている。手 と足の動 き

は細か く多種多様であ り, 技法のほとんどを占め

ている。頭部動作は基本方位 と髪の動作を除いて

動きは表情を伴っているというより, 表情を強調

するための動きといえ, 性格表現の中心位置にあ

ることが明らかである。手足の動 きは舞踊内容の

変化 を豊かにするが, その上に頭部の動作が加わ

れば, 更に生気をつけ, 全身動作の美の調和均衡

をもたらす。

2 京劇役柄 において共通な舞踊基本技法 として

の頭部動作をVTRフ ィルム注(7)(8)からみると次の

ような特徴があげられる。

(1)頭部動作の基本型: (1)立っているときは顔の

向きは常 に身体の向きと斜めになっている。(2)左

右に動かす頭部の動作は, 顔の向きと同調 し, 肩

と水平である。(3)歩行中に頭部動作はリズムを強

調するアクセントとなる。

(2)装飾 との関係: 特定の役柄に使われる装飾や

小道具など演技表現を強調するために頭部動作が

多様な技法を生み出 している。

(3)亮相注(6)でみる頭部の表現: 亮相の特徴 を強

調するために頭部動作は必ず行われる。

(4)目の動き: 主 として生 き生 きした演技や性格

を表現するに欠かせないが, 亮相のときに目の位

置は常 に顔の向きと同方向で正視する。

(5)顔の表情: 日常生活の喜怒哀楽を強調 して表

現し, 更に役作 りのために瞼譜の化粧まで発展 し

た特徴がみられる。

(6)そのほかに曲線 と円を描 く特徴: (1)空間運動

或いは旋回運動の ときに, 運動力学のように頭部

が円の中心軸を示す。(2)身体の部分的な動 きの場

合, 頭部の動 きはフレーズを完結するために使わ

れる。

3 以上の結果から頭部動作共通な特徴は, 具体

的に次のように結論づけられる。(1)リズムの区切

りである。(2)動きのフレーズの句読点となる。(3)

曲線 と円の動 きの美学を前提 に動き全体の調和 を

完結する。(4)感情表現の中心位置となっている。
このことか ら京劇の演劇舞踊を通して, 中国舞踊

における頭部表現は感情表現の中心であ り, 舞踊

表現を強化する役割を果たしているといえる。
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